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常
磐
会
会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま

す
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
常
磐
会
総
会
の
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
の
当
番

回
生
は
全
日
33
回
生
、
46
回
生
、
58

回
生
、
定
時
20
回
生
の
皆
様
で
す
。

　

昨
年
度
総
会
終
了
直
後
よ
り
、
こ

の
一
年
間
の
ご
労
苦
は
大
変
な
も
の

で
あ
っ
た
と
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
は
、
宗
裕
実
行
委
員
長
は
じ
め
、

本
年
度
実
行
委
員
の
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ま
だ
ま
だ
不
透
明
な
こ
の

経
済
情
勢
の
中
、
総
会
誌
、
広
告
協

賛
に
快
く
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
厚
意
は
本
年
度
総
会
の
運

営
は
じ
め
、
常
磐
会
よ
り
の
現
役
生

へ
の
援
助
に
と
、
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

母
校
京
都
高
校
は
、
皆
様
ご
存
知

の
通
り
、
い
よ
い
よ
３
年
後
、
平
成

28
年
度
に
は
学
校
創
立
１
０
０
周
年

と
い
う
、
輝
か
し
い
節
目
を
迎
え
ま

す
。

　

先
人
達
よ
り
営
々
と
築
か
れ
、
今

に
繋
が
る
こ
の
１
０
０
年
の
『
歴
史

と
伝
統
』
の
重
み
を
考
え
る
と
き
、

ま
さ
に
心
震
え
る
思
い
が
致
し
ま
す
。

　

常
磐
会
会
員
総
数
も
１
０
０
周
年
、

平
成
28
年
度
に
は
、
3
万
人
の
大
台

を
超
え
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

母
校
京
都
高
校
は
、
日
々
、
躍
進

を
続
け
て
い
ま
す
。
常
磐
会
会
員
の

皆
様
に
は
母
校
の
発
展
に
今
後
ま
す

ま
す
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
度
常

磐
会
総
会
の
大
盛
会
を
祈
念
し
つ
つ

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
昨
年
四
月
に
京
都
高
校
に
着
任
し
て
、

二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
前
年
度
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
九
十
六
年
と
い
う
、

長
く
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
も
、
決
し
て
た
ゆ
む
こ
と
な

く
、
文
武
両
道
の
魂
を
胸
に
、
教
師
と

生
徒
が
一
丸
と
な
っ
て
、
努
力
、
精
進

し
て
い
る
姿
が
、
心
に
焼
き
つ
い
て
お

り
ま
す
。

　
伝
統
と
は
、
一
朝
一
夕
に
築
か
れ
る

も
の
で
な
く
、
日
々
の
小
さ
な
積
み
重

ね
の
集
大
成
で
あ
る
こ
と
は
、
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
毎

日
の
授
業
や
部
活
動
の
練
習
に
、
生
徒

諸
君
が
主
体
的
に
、
積
極
的
に
取
り
組

め
る
よ
う
な
教
育
環
境
づ
く
り
に
、
努

め
る
こ
と
が
、
私
の
使
命
で
あ
る
と
自

覚
し
て
お
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
、
微
力
な
私
一

人
で
、
実
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

全
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
揚
し
、

そ
の
ベ
ク
ト
ル
を
同
一
化
し
な
が
ら
、

生
徒
諸
君
の
京
都
高
校
生
と
し
て
の
、

誇
り
と
自
覚
を
促
し
、
保
護
者
の
皆
様

や
地
域
住
民
の
方
々
と
連
携
し
て
い
く

こ
と
も
大
切
で
す
。

　
中
で
も
特
に
、
京
都
高
校
同
窓
会
と

の
絆
が
、
私
の
使
命
を
達
成
す
る
た
め

に
、
き
わ
め
て
大
き
な
力
と
な
る
と
思

い
ま
す
。
京
都
高
校
で
身
に
つ
け
ら
れ

た
人
間
力
を
発
揮
さ
れ
、
実
社
会
で
活

躍
し
て
お
ら
れ
る
会
員
の
皆
様
か
ら
の
、

熱
い
エ
ー
ル
こ
そ
が
、
京
都
高
校
躍
進

の
た
め
の
、
原
動
力
で
あ
り
ま
す
。

　
毎
年
三
月
に
、
卒
業
し
て
い
く
後
輩

に
と
り
ま
し
て
、
会
員
の
皆
様
の
生
き

様
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
彼
ら
が
人
生
の

荒
波
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
の
、
灯

台
の
一
条
の
光
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
末
筆
な
が
ら
、
会
員
の
皆
様
か
ら
、

物
心
両
面
に
わ
た
り
、
ご
支
援
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
心

か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

常
磐
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

常
磐
会
会
長
　
若
山
直
樹

（
高
校
22
回
生
）

ご
あ
い
さ
つ

学
校
長
　
中
村
　
潤

ご
あ
い
さ
つ
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平
成
25
年
度  

常
磐
会
総
会
を
終
え
て

平
成
平
成
2525
年年
度
常
磐
会
総
会
実
行
委
員
長
　

度
常
磐
会
総
会
実
行
委
員
長
　    

宗
　
　
裕

宗
　
　
裕

　

本
年
度
の
常
磐
会
総
会
と
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
、
９
月
８
日
の
日
曜
日
に
京
都
ホ

テ
ル
お
よ
び
行
橋
市
民
会
館
に
お
き
ま
し
て
、
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
盛
会
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
て
、
こ
れ
も
常
磐
会

会
員
の
皆
様
、
学
校
関
係
者
の
皆
様
、
ご
支
援
頂
い
た
地
域
の
皆
様
の
お
陰
だ

と
、
実
行
委
員
会
を
代
表
し
、
心
か
ら
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

満
場
の
市
民
会
館
で
の
三
遊
亭
円
楽
師
匠
独
演
会
は
大
変
好
評
を
頂
き
ま
し

た
し
、
総
会
後
の
懇
親
会
に
も
大
勢
の
同
窓
生
の
方
に
お
集
ま
り
頂
き
ま
し
た
。

実
行
委
員
一
同
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

こ
の
１
年
間
、
本
年
度
当
番
の
33
回
生
、
定
時
20
回
生
、
46
回
生
、
58
回
生
の

メ
ン
バ
ー
が
一
丸
と
な
っ
て
、
年
代
の
枠
を
越
え
て
活
動
で
き
た
こ
と
で
、
新
し

い
友
情
の
輪
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
私
た
ち
の
新
し
い
財
産
に

な
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
こ
の
有
意
義
な
伝
統
が
次
年
度
以
降
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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進
路
概
況

進
路
指
導
主
事

　仲
江

　聖
吾

平
成
　
年
度

平
成
　
年
度

2424

　

昨
年
度
の
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
は
、
９
０
０
点
集
計

で
一
昨
年
度
よ
り
理
系
で
34
点

ダ
ウ
ン
し
５
５
５
点
、文
系
で

は
40
点
ダ
ウ
ン
し
５
３
０
点

と
大
幅
に
難
化
し
ま
し
た
。
特

に
文
系
で
は
セ
ン
タ
ー
テ
ス
ト

が
始
ま
っ
て
以
来
の
低
い
平
均

点
と
な
り
ま
し
た
。
国
語
で

16
・
９
点
、数
Ⅰ
A
で
18
・
８
点

の
平
均
点
ダ
ウ
ン
が
そ
の
主
な

原
因
で
す
。こ
の
難
化
に
よ
っ

て
受
験
生
は
弱
気
な
出
願
に
な

り
、中
下
位
層
に
と
っ
て
は
厳

し
い
受
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
の
入
試
で
は
、理
系
の

受
験
者
が
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。こ
れ
は
受
験
の
世
界
で
は

「
理
高
文
低
」と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
不
景
気
に
よ
り
就
職
が
厳

し
い
た
め
、資
格
が
取
得
で
き

る
学
部
や
職
業
に
直
結
す
る
学

部
へ
の
進
学
希
望
が
増
え
て
い

ま
す
。そ
の
よ
う
な
学
部
が
理

系
に
多
い
こ
と
が
原
因
で
す
。

  《体育部》

野球部
　○第25回NHK旗福岡県選抜高校野球大会
　　１回戦　京都　3−2　久留米
　　２回戦　京都　3−7　筑陽学園
テニス部〈男子〉
　○福岡県高等学校テニス大会　県大会出場
陸上部
　○平成24年度福岡県高等学校総合体育大会福岡県高等学校陸上競技大会
　　男子走幅跳（１名）　第５位　北九州大会出場
　　男子走高跳（１名）　第６位　北九州大会出場
　○第59回福岡県高等学校陸上競技対校選手権大会兼国体選考会
　　男子Ｂ砲丸投　第５位　男子Ｂ走高跳	 第５位
　　男子Ｂ円盤投　第２位　男子Ｂ800m	 第７位
卓球部
　○第67回国体卓球競技少年の部	女子シングルス県大会出場権獲得
　○全日本卓球選手権大会（ジュニアの部）

　　男子シングルス県大会出場権獲得
　　女子シングルス県大会出場権獲得

　○福岡県高等学校新人卓球大会
男子シングルス県大会出場権獲得

　　女子シングルス県大会出場権獲得
（空手部）
　○平成24年度福岡県高等学校空手道新人選手権大会
　　女子個人　形、組手　出場

  《文化部》

美術部
　○平成24年度高文連美術工芸展　福岡県大会　油絵　特選
囲碁・将棋部
　○平成24年度全国高等学校総合文化祭　将棋部門福岡県予選
　　女子個人戦　２位　全国大会へ
　　男子団体戦　２位
　○平成24年度全国高文連将棋新人大会　福岡県予選
　　女子個人戦３位　全国大会へ

主 な 戦 績  ＊平成24年４月～ 25年１月までの期間での県大会以上

　

本
年
度
の
入
試
は
、昨
年
度

と
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、現
２
年
生
は
教

育
課
程
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、

再
来
年
は
入
試
に
大
幅
な
変
更

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、今
年
度

の
入
試
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響

が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、常

磐
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、本

校
教
育
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
常
磐
会
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　部活動活動状況 
体育部 男子 女子

1 バレーボール部 24 17
2 バスケットボール部 27 18
3 野球部 39 4
4 テニス部 22 19
5 陸上部 21 10
6 柔道部 0 0
7 剣道部 11 2
8 サッカー部 39 5
9 バドミントン部 20 18

10 応援団部（リーダー） 0 0
11 応援団部（バトン） 0 33
12 水泳部 4 1
13 卓球部 20 4
14 空手部 5 6

文化部 男子 女子
1 演劇部 2 3
2 華道部 0 3
3 琴曲部 0 2
4 コ−ラス部 0 3
5 茶道部 0 18
6 写真部 5 4
7 囲碁・将棋部 16 3
8 書道部 0 6
9 新聞部 2 0

10 煎茶部 0 4
11 天文部 3 0
12 美術部 2 30
13 ブラスバンド部 9 37
14 文芸部 1 0
15 放送部 3 13
16 料理部 4 47
17 英語（ＥＳＳ） 3 32

上級学校合格状況・就職状況
平成24年度 現役 既卒 合計

国立大学 68 13 81
公立大学 34 4 38
私立大学 249 38 287
準大学（防衛大学校等） 3 0 3
国公立短大 4 0 4
私立短大 12 0 12
準短期大学 3 0 3
各種学校 59 0 59
事　務 営　業 技　能 公務員 合　計

0 0 0 5 5

平成24年度
主な私立大学合格者

私立大学名 人数
東海大学 2
日本大学 2
明治大学 1
早稲田大学 1
同志社大学 5
立命館大学 12
関西大学 2
関西学院大学 2
神戸学院大学 1
産業医科大学 1
西南学院大学 16
福岡大学 72

大学 学部 人数
北海道 総合理系 1
横浜国立 教育人間 1
京都 法 1

大阪 経済 1
工 1

大阪教育 教育 1

神戸 医 1
経済 1

鳥取 工 1
岡山 理 1

広島
教育 2
経済 1
理 1

山口

医 1
工 3
人文 2
農 1

高知 人文 1

九州

教育 1
芸術工 1
工 3
文 1
理 1

九州工業 工 1
情報工 1

福岡教育 教育 5

佐賀
経済 2
農 1
理工 4

長崎

医 1
経済 2
工 5
水産 1

大学 学部 人数

熊本

医 2
教育 2
工 2
文 2
法 2

大分
教育福祉 2
経済 3
工 4

宮崎
教育文化 1
工 2
農 1

鹿屋体育 体育 1

鹿児島

医 1
工 1
水産 1
法文 1
理 1

都留文科 文 1
静岡県立 薬 1
神戸市外国語 外国語 1
岡山県立 情報工 3
下関市立 経済 3
山口県立 看護栄養 1
高知工科 情報 1

北九州市立

外国語 1
経済 5
国際環境工 2
文 5
法 6

九州歯科 歯 1

福岡県立 看護 1
人間社会 3

熊本県立 環境共生 1
大分県立看護科学 看護 1
宮崎公立 人文 1

総　計 119

平成24年度 国公立大学合格者数（既卒含む）

　

ま
ず
、
平
成
二
十
四
年
度

の
生
徒
の
進
路
状
況
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
二
十
四
年
度
は
、

四
年
修
了
生
が
十
五
、三
年
修

了
生
が
四
名
、
計
十
九
名
の

生
徒
が
卒
業
し
ま
し
た
。
卒

業
生
の
ほ
と
ん
ど
は
、
在
学

中
か
ら
の
仕
事
を
継
続
し
て

い
ま
す
が
、
学
校
を
通
じ
て

の
新
規
就
職
者
が
一
名
、
進

学
者
が
三
名
で
し
た
。

　

次
に
、
平
成
二
十
四
年
度

の
特
色
あ
る
行
事
・
活
動
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

生
活
体
験
発
表
北
九
州
地

区
大
会
は
本
校
か
ら
、
二
年

生
一
名
、
一
年
生
一
名
が
出

場
し
、
今
ま
で
の
経
験
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

文
化
部
関
係
で
は
、
四
月

に
行
わ
れ
た
北
九
州
芸
術
祭

（
書
道
部
門
）
に
お
い
て
、
二

名
が
特
選
、
三
名
が
入
選
と

な
り
ま
し
た
。
行
橋
市
人
権

週
間
啓
発
作
品
（
書
道
の
部
）

に
お
い
て
、
三
名
が
入
選
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
高

等
学
校
芸
術
・
文
化
連
盟
（
書

道
部
門
）
で
三
名
が
優
秀
賞

で
し
た
。
日
頃
の
練
習
の
成

果
で
す
。

　

本
年
度
は
、
新
入
生
十
九

名
を
迎
え
、
全
校
九
十
一
名

の
生
徒
数
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
仕
事

に
勉
学
に
全
力
で
励
ん
で
い

ま
す
。 定時制定時制

近況報告近況報告
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こ
の
文
を
書
く
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
今
年
の
当
番
幹
事
58
回
生
の
み
な
さ
ん
と

は
、
今
か
ら
９
年
前
、
２
年
生
の
担
任
と
し
て

出
会
い
、
卒
業
ま
で
担
任
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
を
担
任
し
た
と
き
は
、

丁
度
私
の
息
子
も
高
校
生
だ
っ
た
の
で
、
学
校

で
も
高
校
生
の
こ
と
が
気
に
な
り
、
家
で
も
高

校
生
に
イ
ラ
イ
ラ
し
、
と
い
う
毎
日
で
し
た
。

も
っ
と
も
、
息
子
も
「
学
校
に
も
家
に
も
教
師

が
い
る
。」
と
ぼ
や
い
て
い
ま
し
た
が
。

　

ご
存
じ
の
通
り
、
京
都
高
校
は
「
課
外
、
課

外
、
試
験
、
試
験
」
の
学
校
で
す
。
定
期
考
査

が
終
わ
っ
た
そ
の
日
に
、
担
任
と
し
て
次
週
の

定
例
テ
ス
ト
の
範
囲
の
連
絡
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き
な
ど
は
、「
試
験
の
こ
と
を
忘

れ
て
少
し
の
ん
び
り
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
と

い
い
の
に
な
あ
。」
と
思
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

で
も
、
み
な
さ
ん
は
、
し
っ
か
り
と
高
校
生
活

を
送
り
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
ス
テ
ッ
プ
ヘ
と
進
ん

で
行
か
れ
ま
し
た
。

　

今
春
、京
都
高
校
61
回
生
の
ク
ラ
ス
会
に
副

担
任
を
し
て
い
た
縁
で
呼
ん
で
い
た
だ
き
、楽

し
い
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
既
に

看
護
師
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
人
、大
学
を

卒
業
し
、働
き
だ
そ
う
と
し
て
い
る
人
、大
学

や
大
学
院
で
勉
強
を
続
け
る
人
。４
年
前
の
高

校
生
の
面
影
は
あ
る
も
の
の
、み
ん
な
22
才
の

立
派
な
若
者
に
成
長
し
て
お
り
、一
緒
に
参
加

し
た
先
生
と
電
車
の
中
で
京
都
高
校
の
卒
業

生
の
素
晴
ら
し
さ
を
語
り
合
い
な
が
ら
帰
り

ま
し
た
。

　

58
回
生
の
み
な
さ
ん
は
そ
の
3
つ
上
で
す

か
ら
、
さ
ら
に
立
派
に
な
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
う
で
し
た
。
58
回
生
の
H
君
が
、

今
の
私
の
職
場
（
門
司
大
翔
館
高
校
）
に
い

ま
し
た
。
国
語
の
指
導
を
し
、
２
年
生
の
担

任
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
立
派
な
高
校

教
師
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
日
頃
は
自
分
が

担
任
を
し
て
い
た
学
年
の
生
徒
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
ど
の

58
回
生
の
み
な
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、

H
君
の
よ
う
に
活
躍
さ
れ
た
り
、
こ
れ
か
ら

の
活
躍
を
期
し
て
力
を
蓄
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
立
派
な
若
者
に
な
ら
れ

た
み
な
さ
ん
に
一
度
お
会
い
し
た
い
も
の
だ

と
、
し
ょ
ぼ
く
れ
て
い
く
一
方
の
元
担
任
は

思
っ
て
い
ま
す
。

　

常
磐
会
総
会
の
ご
盛
会
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　

平
成
25
年
度
「
常
磐
会
総
会
」
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
母
校
の
保
健
体
育
教
員
と
し
て

10
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
体
育
大
会
で
の
京

都
体
操
は
今
も
継
承
さ
れ
、
数
年
前
の
生
徒
が

こ
の
体
操
の
動
き
を
イ
ラ
ス
ト
で
わ
か
り
や
す

く
書
き
、
毎
年
の
新
入
生
に
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。
私
が
京
都
高
校
に
入
学
し
て
野

球
部
の
門
を
叩
い
た
の
は
、
昭
和
48
年
４
月
で

し
た
。
野
球
部
長
は
高
倉
先
生
、
監
督
は
有
山

さ
ん
で
し
た
。
現
在
、　

私
は
野
球
部
の
指
導

を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、
有
山
さ
ん
に
は

現
在
も
グ
ラ
ン
ド
に
足
を
運
ん
で
頂
き
、
指
導
・

助
言
を
頂
い
て
い
ま
す
。
後
輩
の
塩
次
君
は
仕

事
の
傍
ら
コ
ー
チ
と
し
て
毎
日
熱
心
に
指
導
に

来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

３
年
時
の
担
任
は
英
語
の
重
松
正
敏
先
生
で

し
た
。
私
達
が
卒
業
と
同
時
に
退
職
さ
れ
、
今

で
も
ご
健
在
で
、
毎
年
連
絡
を
頂
き
、
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

野
球
の
大
会
で
は
、
当
時
の
和
田
英
樹
先
生

率
い
る
応
援
団
に
球
場
で
熱
烈
な
応
援
を
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
今
で
も
京
都
の
応
援

歌
が
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。
２
年
前
に

教
員
免
許
更
新
講
習
を
大
学
で
受
け
た
時
に
、

和
田
先
生
の
講
座
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
大

変
な
つ
か
し
く
、
高
校
時
を
思
い
お
こ
し
ま
し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
夏
、
急
逝
の

報
を
お
聞
き
し
て
、
大
変
残
念
に
思
っ
て
い
ま

す
。
あ
ら
た
め
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

私
も
教
員
生
活
が
あ
と
数
年
に
な
り
ま
し

た
。
母
校
の
更
な
る
発
展
と
生
徒
諸
君
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
、
い
つ
の
時
代
で
あ
っ
て
も
、

社
会
人
と
し
て
通
用
す
る
「
人
間
力
」
を
高
校

３
年
間
で
身
に
つ
け
る
指
導
を
続
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
は
「
定
年
ま
で
ノ
ッ

ク
バ
ッ
ト
を
握
る
」
こ
と
が
現
在
の
目
標
で
す
。

　

い
よ
い
よ
３
年
後
の
平
成
28
年
に
は
、
京
都

高
校
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
一
大
行

事
に
向
け
て
す
で
に
校
内
で
は
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
創
立
記
念
行
事
の
盛
会
に
向
け
て
動

き
出
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
も
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
是
非
ご
理
解
を
頂

き
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
い
つ
で
も
気
軽
に
母
校

を
訪
れ
て
下
さ
い
。
百
周
年
で
皆
さ
ん
に
会
え

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

恩師からの
おたより2

平成16年度　２年１組〔担任：中山先生（左）、副担任：松川先生（右）〕

恩師からの
おたより1

立
派
に
な
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う

58
回
生　

3
年
4
組
担
任　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
　
山
　
守
　
之
　
先
生

創
立
百
周
年
に
向
け
て

58
回
生　

保
健
体
育
科
担
当　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
　
川
　
幸
　
憲
　
先
生
（
高
校
28
回
生
）
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南
半
球
最
大
の
都
市
、
シ
ド
ニ
ー
。
僕
は
今
、

こ
こ
に
い
る
。
英
語
力
を
つ
け
る
た
め
に
、
一
ヶ

月
前
に
や
っ
て
来
た
。
現
在
、
語
学
学
校
で
毎
日

英
語
の
勉
強
に
励
ん
で
い
る
。

　

日
本
で
は
、
普
段
の
仕
事
と
し
て
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
や
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
、
結
婚

式
の
映
像
な
ど
を
制
作
し
、
そ
の
傍
、
自
主
制
作

な
が
ら
も
映
画
を
つ
く
っ
て
い
た
。
そ
う
今
僕

は
、
駆
け
出
し
の
映
画
監
督
で
あ
る
。
そ
し
て
僕

の
夢
は
「
米
国
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
獲
る
」
と
い
う

こ
と
。
そ
れ
は
遥
か
彼
方
の
、
手
が
届
き
そ
う
に

な
い
夢
。

　

僕
が
京
都
生
だ
っ
た
こ
ろ
、
周
り
と
同
じ
よ
う

に
大
学
に
進
学
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
周
り
も
そ

う
だ
し
、
そ
れ
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
。

で
も
ふ
と
あ
る
と
き
、
本
当
に
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
み
た
。
僕
の
答
え
は
「
映

画
」
だ
っ
た
。

　
「
映
画
」
な
ん
て
普
通
の
人
が
進
む
道
で
は

な
か
っ
た
が
、
自
分
の
中
で
は
「
映
画
」
以
外

や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
様
々

な
逆
境
が
あ
っ
た
が
、
高
校
卒
業
後
、
東
京
の

映
画
学
校
に
入
学
し
た
。
在
学
中
か
ら
自
主

制
作
で
短
編
映
画
を
作
り
続
け
、
い
く
つ
か
の

映
画
祭
に
入
選
し
た
り
も
し
た
。
卒
業
後
は
地

元
に
帰
っ
て
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
映
像
の
仕
事

を
し
な
が
ら
作
品
づ
く
り
を
続
け
た
。
だ
け
ど

僕
は
ま
だ
商
業
映
画
の
映
画
監
督
に
な
っ
て
い

な
い
。
正
直
、
厳
し
い
道
で
あ
る
。
だ
け
ど
、

次
第
に
海
外
の
映
画
祭
に
も
行
く
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
英
語
力
の
な
さ
を
痛
感

し
た
。

　

自
分
の
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
は
英
語
が
必
ず

必
要
に
な
る
。
英
語
力
が
な
い
と
、
た
く
さ
ん
の

チ
ャ
ン
ス
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
感
じ
た
僕

は
日
本
を
飛
び
出
し
た
。
な
に
も
英
語
が
好
き
と

か
、
外
国
が
好
き
と
か
そ
う
い
う
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
僕
は
行
き
た
く
な
い
気
持
ち
の
方
が
強

か
っ
た
。
何
を
好
き
好
ん
で
そ
ん
な
言
葉
も
通
じ

な
い
場
所
に
住
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
。

人
間
は
今
ま
で
と
は
違
う
環
境
、
つ
ま
り
は
危
険

な
場
所
に
行
か
な
い
よ
う
に
本
能
が
働
く
よ
う

で
、
な
か
な
か
決
断
が
で
き
な
か
っ
た
。
正
直
、

行
く
の
が
怖
か
っ
た
。

　

で
も
僕
は
今
、
シ
ド
ニ
ー
で
こ
の
原
稿
を
書
い

て
い
る
。
い
ろ
ん
な
国
の
友
人
が
で
き
て
、
英
語

も
少
し
ず
つ
上
達
し
て
い
る
。
僕
は
気
が
つ
い

た
。
夢
が
、僕
を
異
国
の
地
へ
連
れ
て
来
て
く
れ
、

そ
し
て
素
晴
ら
し
い
経
験
を
さ
せ
て
く
れ
て
い

る
。
そ
の
夢
な
し
で
は
、
き
っ
と
ま
だ
日
本
に
居

た
ま
ま
だ
っ
た
と
思
う
。

　

ぜ
ひ
現
在
の
京
都
生
の
み
ん
な
に
も
、
夢
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
夢
が
見
つ
か
ら
な
い
？
そ

ん
な
人
は
、
ぜ
ひ
い
ろ
ん
な
こ
と
を
経
験
し
て
く

だ
さ
い
。
い
つ
か
き
っ
と
、
夢
へ
の
き
っ
か
け
が

見
つ
か
る
は
ず
。

　

最
後
に
な
る
が
、
地
元
で
制
作
し
た
僕
の
新
作

短
編
映
画
が
、
米
国
ア
カ
デ
ミ
ー
認
定
映
画
祭
、

シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
入
選
し
た
。
そ
こ
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
れ

ば
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
も
夢
で
は
な
い
ほ
ど
大
き
な

短
編
映
画
祭
で
あ
る
。
僕
は
こ
の
映
画
祭
に
出
席

す
る
た
め
、
６
月
に
日
本
へ
一
時
帰
国
す
る
。

　

夢
が
僕
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
、
こ
こ
ま
で
来

れ
た
。
僕
は
思
う
。
人
生
に
夢
が
あ
る
の
で
は
な

い
、
夢
が
人
生
を
つ
く
る
の
だ
と
。

　

高
校
時
代
と
い
う
の
は
私
に
と
っ
て
漠
然
と
、

「
楽
し
く
て
充
実
し
た
甘
酸
っ
ぱ
い
思
い
出
」
と

い
う
感
じ
で
す
が
、
振
り
返
れ
ば
、
熱
心
な
先

生
方
や
素
晴
ら
し
い
友
人
た
ち
の
お
か
げ
で
、

実
は
す
ご
く
成
長
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
日
々
の

友
人
と
の
付
き
合
い
の
中
で
、
部
活
動
に
必
死

に
励
ん
だ
中
で
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
一
致
団
結

し
た
中
で
、
色
ん
な
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
と
の
か
か
わ
り
合
い
の
中
で
、
基
本
的
な

礼
儀
や
忍
耐
力
、
素
直
に
聴
き
学
ぶ
習
慣
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
身
に
付
い
た
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
自
分
の
考
え
を
文
章
化

す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
有
益
さ
も
、
京
都
高
校

時
代
に
教
わ
っ
た
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
あ
る
学
年
講
習
会
で
聞
い
た
言
葉
も

と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。「
人
間
は
そ
の

気
に
な
れ
ば
何
歳
に
な
っ
て
も
や
り
直
せ
る
」、

そ
ん
な
言
葉
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

の
大
学
に
進
学
す
る
こ
と
を
周
囲
に
大
反
対
さ

れ
た
と
き
に
は
、
こ
の
言
葉
が
大
き
な
心
の
支

え
に
な
り
ま
し
た
。
経
験
豊
富
な
〝
大
人
〟
の

皆
さ
ん
の
批
判
に
不
安
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
の
言
葉
を
思
い
出
し
、「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
何
を
す
る
に
も
自
分
次
第
！
」
と
、

前
向
き
に
頑
張
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。
そ

の
後
も
、
こ
の
言
葉
は
す
っ
か
り
私
の
中
の
重

要
な
価
値
観
と
し
て
、
今
で
も
ず
っ
と
心
の
中

に
居
座
っ
て
、
大
き
な
決
断
を
す
る
と
き
や
壁

に
ぶ
ち
当
た
っ
た
と
き
に
、
い
つ
も
私
を
励
ま

し
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
、
ア
メ
リ
カ
と
中
国
で
の
生
活
を
終

え
て
日
本
に
帰
国
し
、
国
際
物
流
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
日
々
、
国
内
外
の
本
当
に
多
く
の

人
と
関
わ
る
仕
事
で
、
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
も

多
く
、
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
と
て
も
興

味
深
い
仕
事
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
台
湾
人

の
上
司
に
中
国
人
の
同
僚
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

の
旦
那
と
、
大
変
国
際
的
な
環
境
に
い
る
中
で
、

日
本
語
の
質
問
を
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
毎
日
、

も
っ
と
真
面
目
に
国
語
の
授
業
を
受
け
て
お
く

べ
き
だ
っ
た
…
と
言
っ
て
は
、
元
担
任
の
先
生

に
叱
ら
れ
そ
う
で
す
ね
。
あ
ぁ
、愛
し
い
皆
さ
ん
、

先
生
方
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
高
校
生
活
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

卒業生からの
おたより1

卒業生からの
おたより2

夢
が
人
生
を
つ
く
る
　
　

　
　

高
校
58
回
生　

３
組　

橘
　
　
　
剛
　
史

愛
し
い
思
い
出
た
ち

　
　
　

　

高
校
58
回
生　

６
組　

廣
　
田
　
京
　
子
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京都高等学校

常磐会
第45号

旧  職  員
安　藤　泰　博
相　原　孝　行
池　永　洋　子
大　貫　璋　泰
大　堀　孝　敏
倉　垣　清　昭
向　野　眞理子
玉　浦　逸世夫
塚本（小牧）収子
辻　畑　　　覚
出　口　　　恵
都　甲　武　芳
中　川　正　章
中　野　壽　子
中　能　多鶴子
波多野　郁　子
広瀬（矢野）キヨミ
益　田　康　正
松　尾　楊　子
松尾（佐々木）文
満　江　ふみ子
山　中　英　彦
和　田　英　樹

京都高等女学校
第12回

（昭和5年3月卒業）
藤本（吉永）ヒデ子

第14回
（昭和7年3月卒業）
築 山（神） 菫
秋武（陣山）聡子

第15回
（昭和8年3月卒業）
白石（岩本）チワカ

第18回
（昭和11年3月卒業）
緒　方　幸　子
喜多村（大松）民恵
奥村（村上）キヨ子

第19回
（昭和12年3月卒業）
広瀬（浦野）紀子
金澤（金澤）アツコ
沓内（立石）多美子
茂木（出谷）道子
宮谷（古川）ムツ
飯笹（松浦）ケサ代
松浦（松浦）俊子
久末（松中）久子

第20回
（昭和13年3月卒業）
渡辺（桑野）富子
峯（松崎）秀子
村上（吉兼）フミ子

第21回
（昭和14年3月卒業）
青　木　富茂栄
田辺（川口）弘子
中村（中村）幸枝

第22回
（昭和15年3月卒業）
倉石（藤本）ヒデ子

第23回
（昭和16年3月卒業）
市川（市川）文
中原（城戸）千代
秋丸（中村）房江
中尾（春本）美知枝
梶原（松下）克子

第24回
（昭和17年3月卒業）
天川（天川）悦子
玉江（大石）以楚子
土肥（唐原）愛子
嶋　田　美ツヱ
小住（出谷）千鶴子
中村（中村）春子
柳田（羽島）ノブ子

松本（松本）妙子
三　宅　桃　枝
清本（安田）喜久
和　田　弘　子

第25回
（昭和18年3月卒業）
阪下（内田）アツ子
神（国 永） 末
上野（神崎）薫
橋本（品川）柳子
御代川（杉本）ヨシノ
藤井（田渕）テル子
内田（永沼）文子
平　田　妙　子
緒方（古田）チサ子
福江（宮下）博子

第26回
（昭和19年3月卒業）
田辺（秋満）典子
柳田（市木）慶子
中村（尾形）幸子
吉兼（竹中）和子
金丸（武智）カズ子

第27回
（昭和20年3月卒業）
渋田（池田）美恵子
上　田　房　子
久恒（白川）節子
八木田（須田）良子
大場（渡辺）婦美子

第28回
（昭和21年3月卒業）
湯畑（秋永）致余
加藤（井手）レイ子
植村（石津）和子
松崎（一川）量子
梅　田　マサヱ
宮谷（奥）昌子
三浦（古城）栄子
村田（末次）スサ子
小山（田中）まゆみ
澤渡（竹下）和子
白石（富田）啓子
谷口（中原）美佐枝
鈴川（荷宮）幸江
宮本（山口）マサ子

第29回
（昭和22年3月卒業）
森口（有松）信枝
貝掛（岡村）京子
水野（古閑）公子
山岸（畑）トモエ
坂本（原田）美智子
奥浦（福田）玲子
有松（藤河）敏子
田中（古川）佐智子
本広（松尾）カツヱ
山　下　ツル子

第30回
（昭和23年3月卒業）
髙千穗（飯本）美代子
広瀬（石田）京子
楢林（稲田）星子
野口（上田）真百合
矢野（木村）徳子
八尋（五島）良恵
鞘野（鞘野）惇子
品川（品川）洋子
杉野（田原）千代子
北川（多田）都
内藤（辻野）千鶴子
城戸（中原）千歳
伊藤（福島）里子
山中（古田）ムツ江
杉園（松下）セツ子
小野（松村）千恵子
宮下（宮下）トシ子
森園（武藤）やよい
向井（森上）尋香
福田（山内）久子

併置中学校
第1回

（昭和23年3月卒業）
竹田（井上）サザ子
有川（高田）一枝
奥田（則松）サキ子
高根（松本）澄恵
森門（森門）ユキヱ

併置中学校
第2回

（昭和24年3月卒業）
村上（大塚）恵子
山崎（佐藤）雅子
中尾（新谷）明子
今井（秦）敏江
森原（山口）徳得

京都高等学校
第1回

（昭和24年3月卒業）
森（鶴崎）登美子

第2回
（昭和25年3月卒業）
河村（古澤）ミヨ子
森田（神路祇）敏子
柿本（玉田）美代子
西頭（野田）倢子
白川（福村）須知子
宮永（桝谷）芳枝
石井（山口）敞子

第3回
（昭和26年3月卒業）
森（秋満）弘子
鍵　山　マユミ
巫部（片山）マコト
酒井（小林）収子
小御門（田頭）美代子
西田（田中）八重子
糒　　　二三恵

第4回
（昭和27年3月卒業）
伊　藤　繁　幸
臼　井　末　利
上　原　啓　治
後　藤　達　元
白　井　逸　美
古　谷　信　一
満　江　裕　文
内山（猪本）絹子
中山（大村）ミチ
佐藤（川崎）博子
松清（川辺）加奈枝
下村（草野）雅子
佐藤（小林）良子
福田（古賀）美津子
高戸（佐田）啓子
安川（白樫）愛子
葊渡（白銀）雪路
織田（進）條子
武内（坪根）陽子
井瀬（長井）睦子
藤井（西村）房子
松浦（野本）ノブ子
有本（早田）冴子
村上（平井）眞弓
和泉（増谷）文子
落合（宮川）マリヱ
竹本（吉武）久枝

第5回
（昭和28年3月卒業）
今　宮　淳　一
岩　崎　博　好
木　村　秀　人
佐々木　安　雄
酒　井　喜恵生
杉　本　　　清
百　冨　忠　義
森　渕　雪　夫
三輪（石田）恵子
奥村（石辺）文子
坂田（梅田）弘子
森（進） 清 子
安井（中尾）文香
高城（沼口）陽子

上村（待鳥）静香

第6回
（昭和29年3月卒業）
井　道　明　延
大　松　重　和
奥　野　法　義
久　保　博　通
進　　　健　一
田　原　彰　一
中　山　光　市
林　　　成　行
松　本　　　学
定野（有松）昭子
柏木（岩佐）英子
定村（奥）淑子
川　下　節　子
岡田（小林）京子
中山（佐伯）昌子
金子（乕谷）裕子
中野（藤田）美苗
三　浦　トキ子
田中（森住）蓉子
岡田（若菜）哲代
増田（福島）康子

第7回
（昭和30年3月卒業）
佐　藤　英　彦
宮　西　幸　雄
中家（有馬）京子
榎（飯田）みさを
小川（池田）弘子
金　田　富美子
松永（品川）美智子
乙部（嶋田）美枝
中山（中森）和子
鈴木（羽広）美智子
佐藤（福田）喜世
山﨑（宮谷）ミチ子
川端（村上）富子
島津（柳原）文子

第8回
（昭和31年3月卒業）
池　上　龍　一
榎　　　　　稔
大　石　陸　一
大　浦　嘉　親
加　治　久　典
鍵　山　俊　輔
田　中　秀　俊
田　村　義　則
徳　永　文　晤
野　正　光　一
古賀（生田）悦子
迫田（石辺）里子
大澤（奥野）妙子
進谷（城戸）天美
仲村（芝原）晴子
船津（末松）清子
山本（田中）洋子
荻野（田辺）三枝子
山崎（高橋）ユキヱ
花田（徳松）春美
西江（中野）美智子
酒井（藤川）キクヱ
古賀（淵）穆子
中川（田中）泰子
細川（森）捷美
石　田　志　男
安藤（阪田）洋子

第9回
（昭和32年3月卒業）
井　上　勝　司
石　井　徹　郎
高　城　義　行
唐　原　正　人
三日月　　　聖
森　渕　　　梓
森　本　広　臣
中原（伊藤）千鶴子
柴田（片山）美智子
宮原（進谷）智子
新木（竹林）弘子
入江（鳥井田）豊子
榎（中野）哲子
蔵本（澤田）光江

清水（角野）小夜子

第10回
（昭和33年3月卒業）
大　村　　　寛
川　平　勝　美
酒　井　正　文
横江（末永）周三
橋　本　政　矩
羽　坂　正　義
福　田　　　直
松　本　浩　二
山　本　英　雄
上野（片山）寛
甫水（金丸）春美
磯部（上境）成子
岡山（北島）美奈子
白　川　シゲ子
畠中（沼口）一代
相浦（松下）操子
岸上（村上）喬子
横　尾　　　浩
下村（有益）三枝子
高　辻　満智子

第11回
（昭和34年3月卒業）
吉本（石田）紘一
大　村　秀　雄
島　津　元　治
白　川　典　参
新　谷　満　夫
田　渕　一　誠
玉　江　澄　信
藤　本　　　稔
𠮷村（増田）眞治
三　木　康　男
室　澤　喜　洋
辻田（上田）和子
古賀（小窪）準子
北原（下田）倶子
吉田（古門）スガ子
田代（鳥居）雄二郎
村　田　正　信
国広（末広）美智子

第12回
（昭和35年3月卒業）
岩　佐　健　彦
奥　　　祐　資
壁　屋　元　生
城　戸　淳　一
菊　池　碩　明
小森（小森）勇輔
松　浦　弘　幸
米　原　　　宏
石　井　良　子
田中（石田）悦子
田嶋（木村）美智
栗田（陣山）静子
中　川　サナヱ
御手洗（桝見）典子
三　宅　光　温
末松（明石）宣子

第13回
（昭和36年3月卒業）
川　上　哲　郎
木　部　義　寿
陣　山　建　夫
松　浦　法　嗣
吉　永　勝　彦
中村（有松）瑠美子
松瀬（飯山）光代
村田（岡田）勝子
笈木（熊谷）みな子
平尾（進）登美枝
川上（竹本）ミサエ
佐藤（千田）勝子
白木（筒井）美枝
林田（林）法恵
藤田（細川）とみ子
松浦（村上）淳子
佃（若山）初美
鈴木（木下）賢枝
入江（若山）愛子
有我（吉田）佐恵子

第14回
（昭和37年3月卒業）
角　谷　義　和
川　寄　正比古
北　野　幸　生
田　口　幸　次
藤　原　繁　樹
村　上　博　彦
村山（青野）多恵子
石田（有角）朝美
塩田（池田）房子
藤島（小山）節子
大津（大丸）彌生
大木（今地）富子
三隅（光永）照子
米原（森本）ミサコ

第15回
（昭和38年3月卒業）
安　部　正　勝
市　原　康　輝
木　村　省　三
鈴　木　正　洋
長　坂　　　強
上　田　幸　子
岡田（鳥越）洋子
川又（中村）生枝
山﨑（山村）勝子
若　山　幾　代
中村（永原）君代
清水（月野）幸子

第16回
（昭和39年3月卒業）
亀　田　　　修
長　岡　洋　幸
林　　　健二郎
平井（千田）満
灘吉（浜田）光子
宮城（林）由美子
山　本　豊　子
石川（伊森）加代子

第17回
（昭和40年3月卒業）
井手口　　　亮
池　田　雅　典
泉　田　秀　一
佐　藤　政　治
唐沢（広瀬）智津代
泉田（松田）留美子
松本（三宅）弘子
森武（山田）麗子
義経（小倉）有為子
吉永（塚田）洋美
川本（真弓）和子
山口（松尾）喜久代

第18回
（昭和41年3月卒業）
井　本　浩　之
金　森　伸　和
亀　田　博　美
國　永　　　篤
末　松　好　浩
田　渕　正　義
戸　次　孝二郎
森　脇　　　昭
川田（税所）孝子
宮武（高岡）紗和子
新野（垰）和代
向坊（溝尾）ヤス子

第19回
（昭和42年3月卒業）
上　田　俊　明
秦（上月）憲明
清　水　喜　文
上田（浅富）滋子
湯口（野見山）康子
末宗（二見）幸恵
荒巻（山下）加代子
北野（山本）きみ
古谷（遠藤）久美子

第20回
（昭和43年3月卒業）
奥　　　久　志
小　坪　幸　一

武　内　達　雄
長　野　博　俊
堀　　　貫　治
三　角　博　康
宮　城　　　功
村　田　正　樹
森　下　保　寿
横　尾　善　広
松永（進谷）麗実子
下坂（中原）清美
森脇（宮定）幸恵
村上（奥田）みどり
野口（鈴木）栄子

第21回
（昭和44年3月卒業）
石　松　博　文
鎌　迫　　　陽
亀　田　俊　隆
泊　　　敏　朗
中　村　和　重
中　村　文　夫
保坂（柿山）直子
奥村（高須）国予
下瀬（吉田）陽子
若　山　香代子
泉（稲生）たづ子
早瀬（木村）範子
安部（清水）恵美子
松元（松元）三重子

第22回
（昭和45年3月卒業）
大　下　一　幸
白　石　君　男
神　後　隆　司
杉　本　英　則
友　田　和　典
林　　　勝　行
福　田　正　人
松　下　恭　一
若　山　直　樹
魚　瀬　陽　子
宮本（内田）佳代子
神﨑（奥）照美
久保（河野）道子
清野（重村）信枝
豊島（柴山）恵理子
遠藤（進尾）優子
若山（野見山）孝子
小田（肥田）美奈子

第23回
（昭和46年3月卒業）
井　上　龍　彦
岡　部　貴　裕
久保（二見）和代
大沢（白川）純子
片峯（宮下）一子
髙田（吉本）久美子

第24回
（昭和47年3月卒業）
有　山　伸　司
宇　坪　正　博
森　本　省　吾
行　本　和　英
指方（貝掛）弘枝
村山（原田）真知子
藤　河　摩知子
小澤（宮下）聖子
内藤（池田）陽子
多田（森北）久美子

第25回
（昭和48年3月卒業）
中　村　英　俊
松　崎　登志満
末永（柏谷）敦子
西浦（飛野）早苗
河野（西本）都
浜口（福嶋）啓子
横枕（橋本）英子

第26回
（昭和49年3月卒業）
高　須　雅　光
吉　田　大　典
松本（大澤）素子

村田（山田）正子
灰田（森林）冨士美
原　田　幸　生

第27回
（昭和50年3月卒業）
菅　原　泰　治
行　本　和　義
槌野（城戸）ひとみ
末永（定村）みどり
日吉（中峯）梨恵子
早川（阿部）和子

第28回
（昭和51年3月卒業）
大　澤　聡　之
松　川　幸　憲
山　岡　博　文
岸本（柏谷）博子
鬼頭（森下）由美子
古田（山田）春美

第29回
（昭和52年3月卒業）
有　馬　柳　一
見　立　良　一
石川（進谷）廉子
松　尾　佳　子
的　場　美千代
菊谷（宮崎）さとみ

第30回
（昭和53年3月卒業）
森　　　辰　彦
奈良﨑（榎）徳子
清水（嘉戸）孝子
山野（守永）早苗
進谷（細川）恵理

第31回
（昭和54年3月卒業）
井　関　正　博
伊　藤　直　彦
長　部　誠　志
栗　山　幸　一
鶴　崎　　　亨
福　島　小太郎
和　田　雄　二
伊　達　文　子
尾坂（藤下）伸代
中村（山下）裕子

第32回
（昭和55年3月卒業）
衛　藤　俊　弘
大　森　唯　由
後　藤　喜一郎
松　尾　茂　美
古川（川口）真里
諸岡（国永）佳津江
廣尾（乕谷）純子
渕上（唐崎）美奈子
宮原（高木）悦子
石　川　國　孝
中　山　正　義

第33回
（昭和56年3月卒業）
藏　園　　　徹
奥野（品川）順子
柏木（田北）安見子
吉井（林田）泰子
吉武（渡）ほなみ

第34回
（昭和57年3月卒業）
岸　上　卓　司
三浦（森渕）美奈子

第35回
（昭和58年3月卒業）
田　原　康　行
羽　広　　　太
高瀬（細川）真理
古谷（吉田）美和

第36回
（昭和59年3月卒業）
迫　　　勝　幸

篠　原　　　歩
大嶋（平井）智子
関（八田）良江

第37回
（昭和60年3月卒業）
有　延　慎　一
河　本　相　幸
常慶（貞方）和代
小椋（中園）美香
佐脇（田中）真紀
羽広（森）純子

第38回
（昭和61年3月卒業）
植山（光永）千夏
岩　井　義　広

第39回
（昭和62年3月卒業）
梅　林　功　一
村越（猪本）ゆかり
湊（田中）めぐみ
浜尾（高田）真代
合原（松下）美由紀
辛嶋（村上）智恵子
犬塚（米田）幸枝

第40回
（昭和63年3月卒業）
是　石　歳　博
斉藤（加来）裕子

第42回
（平成2年3月卒業）
川　上　秀　幸
川　内　　　寛
島　村　　　剛

第43回
（平成3年3月卒業）
坂　口　寿美雄
高　野　義　信
藤　井　昭　裕
渡　辺　泰　章
守　　　涼　子

第44回
（平成4年3月卒業）
原　田　　　力
横　溝　耕　平
枠　谷　公　三
橋　本　祥　子

第45回
（平成5年3月卒業）
世　永　大一朗

第46回
（平成6年3月卒業）
有　吉　　　寛
小　森　敏　弘
藤　　　秀　人
渡　辺　　　啓
有　松　まゆり
中島（部山）千鶴子

第47回
（平成7年3月卒業）
竹　内　　　隆
八　坂　友　樹
大　神　英　子

第49回
（平成9年3月卒業）
守　　　博　志

第50回
（平成10年3月卒業）
山　口　裕　平
若　山　央　樹
南　　　真由美
森　　　里　美

第51回
（平成11年3月卒業）
岡　本　主　税
西　村　嘉　雄
井　澤　芳　織

第52回
（平成12年3月卒業）
本　木　征　良
山﨑（藤田）優子
藤　本　麻紀子

第53回
（平成13年3月卒業）
田　邉　雅　彦
福　島　健太郎
若　山　真　之
井　上　季　美

第54回
（平成14年3月卒業）
古　庄　彰　宏

第55回
（平成15年3月卒業）
新　井　和　幸

第56回
（平成16年3月卒業）
山　岡　良　太
山　野　正　人
山　本　敦　巳

第57回
（平成17年3月卒業）
小　松　正　宣
橋　本　夏　美

第58回
（平成18年3月卒業）
細　川　早　斗
水　島　達　哉
吉　瀬　香　織
原　田　奈緒美
山　野　彰　子

第59回
（平成19年3月卒業）
照　本　旭　生

第60回
（平成20年3月卒業）
古　家　　　晃

第61回
（平成21年3月卒業）
尾　郷　　　航
太田原　直　輝
水　島　祥　浩
矢　頭　宏　一
山　門　良　輔
井　本　恵里加
田　中　奈津希
原　田　裕　里
山　野　由　貴

第62回
（平成22年3月卒業）
石　井　　　真
上　田　　　峻
木　部　　　優
山　田　静　佳

第63回
（平成23年3月卒業）
上　田　教　聖
佐　藤　雄　馬
西　村　俊　輔

第64回
（平成24年3月卒業）
江　上　愛一郎
鞘　野　寛　基
新　原　雄　大
田　渕　直　哉
立　岩　翔　太
手　嶋　秀　彰
松　下　俊　平
鞘　野　良　枝

平成25年10月７日現在　敬称は略させて頂きます
福岡県立京都高等学校同窓会　常磐会

　平成24年度常磐会報発行にあたってご協力いただいた皆さんのお名前です。ご協力誠にありがとうございました。
　今後とも引き続き全会員へ常磐会報が発送できますように何卒よろしくお願い申し上げます。

「常磐会報発行協力金」協力者ご芳名
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2016年（平成28年）京都高校は創立100年を迎えます。
大正6年京都郡立京都高等女学校として創立。
学制変更により昭和22年福岡県立京都高等学校として新生。
現在に至るまで地域の多くの方々に支えられてきました。
常磐会はこれからも地域のみなさま、恩師の方々に感謝し
さらなる100年を目指し、ときはの心と伝統を未来へ繋ぎます。

と
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